
社会資本整備総合交付金（中間評価）

Pa18 子ども達が安心して通える

交通安全プログラムに基づく通学路整備
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滋賀県土木交通部
道路整備課・道路保全課
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◆滋賀県の道路整備方針
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◆滋賀県の道路整備方針

【改築事業】（９９箇所）
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【交通安全事業（歩道整備、交差点改良）】
（８９箇所）

【街路事業】（１４箇所）

道路整備アクションプログラム2018の概要



◆滋賀県の道路整備方針

【維持管理事業】
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【自転車走行環境整備事業】



◆滋賀県の道路整備方針（交付金制度の活用）

滋賀県道路整備
アクションプログラム※

（H15策定→H19、H24、H29見直し）

将来10年間の道路整備計画

○厳しい財政状況の中、「選択と集中」による重点化
を図り、地域に真に必要な道路を優先して整備

具体化

※現アクションプログラムは、H30年度～R9年度の10年間の

道路整備計画として、H30年.3月に策定。

滋賀県道路整備マスタープラン
（H14策定→H23見直し）

将来20年間における道路整備の基本方針
①県内産業の活性化と地域文化の交流
② 誰もが安心・安全に暮らせる優しい県土の実現
③ 環境負荷の軽減と個性と潤いのある生活空間の創造
④ 地域の自立的発展と不安のない暮らしの創出

社会資本整備総合交付金
○国土交通省が平成22年度に創設した交付金
（地方公共団体向けの個別補助金を一本化し、
地方公共団体の自由度を高めた交付金制度）

アクションプログラムに基づき計画的に事業を進めていくために活用
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透明性の確保、県民との約束



◆社会資本整備総合交付金の概要

国土交通省資料「社会資本整備総合交付金制度概要」 一部加筆
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平成22年度

平成25年度～

Pa18：子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備



◆社会資本整備総合交付金の概要

■社会資本整備総合交付金を受けるには

※１ 策定主体

単独の市町や県のみで策定することも、複数の事業主体が

共同で策定することも可。

※２ 整備計画の目標、評価指標

事業の実施によって実現しようとする整備計画の目標を設定。

整備計画の目標を定量化した評価指標を設定。

地方公共団体※１が目標※２や目標実現のための事業※３等を記載し
た『整備計画』を策定し、国に提出。毎年度、交付金の交付申請
を行い、国が地方公共団体に交付金を交付。

※３ 事業

複数の事業で整備計画を構成。
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交付金名称
計画
番号

計画名称 計画期間

防災・安全交付金 Pa17
道路施設点検および計画的な修繕による
　　　　　　　　　　　　　　　信頼性の高いみちづくり（橋梁・トンネル等）

H30～R2

防災・安全交付金 Pa18 子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備 H30～R4

社会資本整備総合交付金 Pa29 地域の交流と経済活動の活性化を支えるみちづくり H31～R5

防災・安全交付金 Pa31 生活空間の安全確保のための通学路等の整備 H30～R4

防災・安全交付金 Pa37
計画的な修繕および防災対策による
　　　　　　　　　　　信頼性の高いみちづくり（法面・舗装・附属物等）

H30～R4

社会資本整備総合交付金 Pa54
霊峰伊吹山と天下分け目の武将の息吹を感じる、
　　　　　　　岐阜・滋賀周遊観光振興による広域的地域活性化計画

R2～R6

社会資本整備総合交付金 Pa55
海山湖の魅力を地域活動と広域交通網で向上する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福井・滋賀広域観光活性化計画

R2～R6

社会資本整備総合交付金 Pa57 三重・滋賀交流圏域における広域観光活性化計画 H28～R2

防災・安全交付金 Pa77 世界に誇りうる「ビワイチ」の自転車通行空間整備（防災・安全） R2～R6

社会資本整備総合交付金 Pa78 国土強靭化地域計画に基づく交通・物流機能を確保するみちづくり R2～R6
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◆滋賀県の道路事業における交付金の整備計画

：評価対象 ：重点配分対象



◆中間評価の実施

滋賀県公共事業等計画評価実施要綱

第３中間評価および事後評価の内容

１知事は、次に掲げる事項について中間評価を行うものとする。

(1) 事業の進捗状況
(2) 事業効果の発現状況
(3) 評価指標の目標値の実現状況
２知事は、次に掲げる事項について事後評価を行い、今後の方針の案を作成する

ものとする。

(1) 事業の進捗状況
(2) 事業効果の発現状況
(3) 評価指標の目標値の実現状況
(4) 主要な事業に関する次の事項
ア事業を巡る社会経済情勢等の変化

イ事業採択時の費用対効果分析の要因の変化

ウ コスト縮減および代替案立案等の可能性

エその他必要と考えられる事項

中間評価にて主要な事業を選定
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◆中間評価について Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備

・文部科学省、国土交通省、警察庁が連携し推進している通学路交通安全プログラ

ムに基づき、中高生の自転車通学および小学生の通学路の交通安全の確保を図る。

・踏切道改良促進法により指定を受けた踏切道の対策を実施し、安全で円滑な交通

の確保を図る。

・ 通学路交通安全プログラムに基づく箇所の通学路安全対策率 70％
・ 踏切道改良促進法の指定を受けた踏切道の安全対策率 100％

10通学路対策箇所 踏切道対策箇所

事業数

計画の成果目標

滋賀県、１６市町 （大津市、草津市、東近江市の市道整備は市単独で整備計画を策定）事業主体

平成３０年度～令和４年度（５年間）事業期間

目標

１６５事業（県：８６事業、市町７９事業）→ １８事業は他Paや補助事業へ移行



◆通学路交通安全プログラムに基づく交通安全対策
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備
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合同点検 交通安全対策協議会

（参考）長浜市通学路交通安全プログラム

滋賀県・１６市町で、１６４事業、通学路安全対策必要箇所３０２箇所に該当。

概要
各市町で策定している通学路交通安全プログラムに位置付けられている交通安全対策に

ついて、重点配分の対象となる。

策定にあたっては、道路管理者や教育委員会、学校関係者、警察等で合同点検を行い、

対策内容について協議会等で合意形成を図っている。



平成２８年に改正された踏切道改良促進法に基づき、交通事故の防止および交通の円滑

化に寄与する踏切道対策について、重点配分の対象となる。

◆踏切道改良促進法により指定された踏切道における踏切対策

子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備
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全国では、１，１８０箇所が指定

・開かずの踏切

・自動車ボトルネック踏切

・歩行者ボトルネック踏切

・歩道が狭隘な踏切

・通学路要対策踏切 など

滋賀県では、１２箇所が指定

内、６箇所は他Pa等で対応

１箇所は調整中

概要

通学路要対策踏切イメージ

滋賀県・１６市町で、５事業、対策必要踏切道５箇所に該当。
※内、４事業については、通学路交通安全プログラムにも位置付け。

歩行者ボトルネック踏切イメージ



◆整備計画に掲げた対象事業 Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備

県：８６事業
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◆整備計画に掲げた対象事業 Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備

市町：７９事業
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◆要綱第３-１-(１)事業の進捗状況 Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備
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対策事業 事業数(a)

現時点の状況

（Ｒ２年度末時点）
備 考

完了数（b）
進捗率

（b）/（a）

合 計 １６５事業 ４８事業 ２９％

（内訳）

①歩道整備 １０１事業 ２７事業 ２７％

②バイパス整備 ３５事業 ７事業 ２０％

③簡易歩道整備 １３事業 ８事業 ６２％ グリーンベルト

④交差点改良 ５事業 １事業 ２０％

⑤その他 １１事業 ５事業 ４５％
防護柵設置

路肩拡幅 等



■路線名：小佐治甲南線

■整備箇所：甲賀市甲賀町小佐治

■工期：Ｈ２４～Ｒ２

■整備内容：歩道整備

■事業延長：Ｌ＝１，０００ ｍ

◆要綱第３-１-(２)事業効果の発現状況 Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備
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こ さ じ こ う な ん

こ さ じ

■位置図

■整備状況

整備前

整備後



■路線名：川合千田線

■整備箇所：長浜市木之本町千田（田部踏切）

■工期：Ｈ２８～Ｒ２

■整備内容：歩道整備（踏切拡幅）

■事業延長：Ｌ＝１００ｍ

◆要綱第３-１-(２)事業効果の発現状況 Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備
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整備前

整備後

かわい せんだ

せんだ たべ

■位置図

■整備状況



・通学路交通安全プログラムに基づく箇所の通学路安全対策率70％
・踏切道改良促進法の指定を受けた踏切道の安全対策率100％

■計画の成果目標

■算定式

・通学路安全対策率（％）＝通学路安全対策済み箇所／通学路安全対策必要箇所

・踏切道安全対策率（％）＝
踏切道改良促進法に基づく対策済踏切道数／踏切道改良促進法に基づく対策必要踏切道数

◆要綱第３-１-(３)評価指標の目標値の実現状況 Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備
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通学路安全対策済み箇所 ：１３３ （箇所）
通学路安全対策必要箇所 ：３０２ （箇所）

■計画の成果目標の中間目標値および実績値

目標値 実績値

当初（H３０） ０ ％

中間年（R２年度末） ３５ ％ ４４ ％

最終年（R４年度末） ７０ ％ ％

【通学路安全対策率】

対策済み踏切道数 ：４ （箇所）
対策必要踏切道数 ：５ （箇所）

目標値 実績値

当初（H30） ０ ％

中間年（R2年度末） ５０ ％ ８０ ％

最終年（R4年度末） １００ ％ ％

【踏切道安全対策率】



◆主要な事業の選定について Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備

①計画最終年度（R4）において事業採択後5年以上を経過した時点で未着工の事業
②計画最終年度（R4）において事業採択後10年以上経過し継続中の事業

要件

※「事業採択」とは国庫補助事業については「国の事業採択通知を受け事業費が
予算化された時点」、単独事業については、「詳細設計に着手した時点」

※「未着工の事業」とは「用地買収手続きと工事のいずれにも着手していない事業」
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要件① ： なし

要件② ： １２事業



◆主要な事業の選定について Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備

20国道３０３号 弘川・藺生工区 を選定
ひろかわ ゆ う

番号 路線名 工区名
事業
延長

事業
着手

備考

A01-007 草津伊賀線 野田・池田 2.2km 2000年度
A01-008 東湯舟甲賀線 高嶺・和田 1.2km 2012年度
A01-010 大房東横関線 若宮 1.0km 2012年度
A01-012 丁野虎姫長浜線 北新町 1.1km 2012年度
A01-014 国道３０３号 弘川・藺生 2.3km 2008年度
A01-015 長浜近江線 田村・宇賀野 1.2km 2012年度
A01-020 杉谷嶬峨線 深川・稗谷 1.1km 2012年度
A01-037 大津能登川長浜線 西庄 1.0km 2012年度
A01-038 国道３０７号 斧磨 1.5km 2011年度
A01-022 国道４２１号 佐目バイパス 3.4km 1997年度 他Paへ移行検討中
A01-045 愛知川彦根線 稲枝・彦富 1.0km 2001年度 他Paへ移行検討中
A01-047 栗東信楽線 林・六地蔵 2.4km 2011年度 他Paへ移行検討中

要件② １２事業 一覧



◆主要な事業の選定について Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備

・国道３０３号は、滋賀県と福井県を結ぶ
主要幹線道路である。
・大型車の混入率も高い路線であり、高島
市今津町弘川地先から藺生地先の沿道
には、人家が連担し、認定こども園も存
在しており、地域の生活道路、また、通学
路として利用されているが非常に危険な
状態。

当路線の特徴

全体事業区間
2,300m

国道３０３号（弘川・藺生工区）
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事業箇所

位置図

ひろかわ ゆ う

福井県



◆主要な事業の選定について Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備

国道３０３号（弘川・藺生工区）
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整備前 整備後

→車道拡幅と歩道整備を一体的に行うことにより安全性と利便性を確保することが目的。

完成区間状況

●着手年度：２００８年度（H20年度）
●完了予定：２０２４年度（R６年度)
●全体事業費：１，７２３百万円

全体事業延長 2,300m

ひろかわ ゆ う



①事業の進捗状況

１６５事業の内、令和２年度末時点での完了事業は、４８事業である。

②事業効果の発現状況

小佐治甲南線の歩道整備事業等、通学路安全対策必要箇所を解消することにより、
通学路の安全性向上等につながっている。
※令和２年度末で、１３３箇所対策済み。

川合千田線（田部踏切）の歩道整備（踏切拡幅）事業等、法指定された対策必要
踏切道を解消することにより、交通の円滑化等に寄与している。
※令和２年度末で、４箇所対策済み。

③評価指標の目標値の実現状況

通学路安全対策率
中間年目標値３５％に対して、実績値は４４％であった。
踏切道の安全対策率

中間年目標値５０％に対して、実績値は８０％であった。

④主要な事業の選定

国道303号（弘川・藺生工区）を選定。

◆中間評価まとめ Pa１８
子ども達が安心して通える交通安全プログラムに基づく通学路整備

23


